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1. 平成28年3月期の連結業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 78,719 14.5 3,947 64.6 3,871 57.0 2,485 129.0
27年3月期 68,741 10.7 2,398 187.9 2,465 110.6 1,085 63.5

（注）包括利益 28年3月期 1,647百万円 （3.2％） 27年3月期 1,595百万円 （64.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年3月期 43.17 ― 5.4 4.3 5.0
27年3月期 18.85 ― 2.4 3.1 3.5

（参考） 持分法投資損益 28年3月期 21百万円 27年3月期 12百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 94,795 46,567 49.0 806.89
27年3月期 83,609 45,308 54.2 786.72

（参考） 自己資本 28年3月期 46,461百万円 27年3月期 45,308百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年3月期 △4,779 △913 4,055 7,207
27年3月期 △2,548 △1,053 1,998 8,939

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 460 42.4 1.0
28年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00 518 20.8 1.1
29年3月期(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00 29.5

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 32,000 △4.4 △350 ― △400 ― △335 ― △5.82
通期 79,000 0.4 3,000 △24.0 2,900 △25.1 1,950 △21.6 33.86



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料17ページ「５．連結財務諸表 （５）連結財務諸表に関する注記事項 （会計方針の変更）」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期 57,949,627 株 27年3月期 57,949,627 株
② 期末自己株式数 28年3月期 368,064 株 27年3月期 358,193 株
③ 期中平均株式数 28年3月期 57,585,618 株 27年3月期 57,596,866 株

（参考）個別業績の概要 

平成28年3月期の個別業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

 
＜個別業績の前事業年度実績値との差異理由＞ 
 経常利益につきましては、主に水処理エンジニアリング事業において、電子産業分野を中心に産業全般でプラント、メンテナンス、改造工事が伸長したことなど
により売上高及び営業利益が増加したため、前事業年度実績値よりも増加しました。 
 当期純利益につきましては、完全子会社７社の吸収合併に伴い「抱合せ株式消滅差益」を特別利益として計上した前事業年度に比べ、当事業年度はその影響
がなくなったことにより前事業年度実績値よりも減少しました。 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 56,547 9.8 1,703 174.3 2,152 97.7 1,417 △64.9
27年3月期 51,497 48.2 621 ― 1,088 56.0 4,041 253.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

28年3月期 24.62 ―
27年3月期 70.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 83,409 41,477 49.7 720.32
27年3月期 73,031 40,609 55.6 705.14

（参考） 自己資本 28年3月期 41,477百万円 27年3月期 40,609百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は
終了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析 （１）経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、日銀の金融緩和政策の影響などにより円安が進行し株価も一時上昇した

ものの、実質ＧＤＰの成長率は足踏み状態にとどまり、民間の設備投資も一進一退の状況が続きました。また、世

界経済においては、中国の景気減速や米国ＦＲＢによる利上げ、資源価格の下落等が大きな影響を与えており、先

行き不透明な状況で推移しました。

当社グループを取り巻く事業環境は、主要分野の一つである電子産業分野で日本国内や台湾において積極的に設

備投資が行なわれ、国内電力分野でも一部の原子力発電所が運転再開するなど改善しつつある一方で、化学、食品、

医薬をはじめとする日系製造企業は、円安下にあっても海外生産を国内に回帰する動きは鈍く、国内の設備投資は

回復基調にあるものの、その勢いには弾みがついておりません。

このような状況の下、当社グループは、平成27年４月より新たな３ヵ年の中期経営計画をスタートさせました。

本計画では、従来から進めてきた「ワン ストップ ソリューション(One Stop Solutions)」をベースとして、選択

と集中により、注力する分野を排水、薬品、海外の３事業に絞り込み、事業ポートフォリオの転換を推進してきま

した。さらにはメンテナンスを始めとするソリューションビジネスの拡大、生産性の向上、購買・調達力の強化な

どにより、安定した収益基盤を構築することを目指して各種施策に取り組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度の当社グループの業績は、受注高76,485百万円（前連結会計年度比1.8％減）、売上高

78,719百万円（同14.5％増）、営業利益3,947百万円（同64.6％増）、経常利益3,871百万円（同57.0％増）、親会

社株主に帰属する当期純利益2,485百万円（同129.0％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、当連結会計年度の比較・分析は変

更後の区分方法に基づいております。

[水処理エンジニアリング事業]

当事業におきましては、国内において、受注高は電力分野や一般産業向け排水分野で伸長したものの、電子産業

分野で大型案件のあった前連結会計年度を下回った影響などにより減少しました。一方、売上高は分野によりばら

つきはあるものの、電子産業分野を中心に産業全般でプラント、メンテナンス、改造工事が伸長したことなどによ

り増加しました。また、海外においては、台湾の電子産業分野向けプラントが増加したこと、当連結会計年度より

海外子会社１社を連結の範囲に含めたことなどにより受注高及び売上高が増加しました。利益面につきましては、

売上拡大により大幅に改善しました。この結果、受注高60,529百万円（前連結会計年度比2.9％減）、売上高62,907

百万円（同17.9％増）、営業利益2,553百万円（同150.0％増）となりました。

[機能商品事業]

当事業におきましては、顧客工場の操業度が緩やかに回復し、標準型水処理機器及び薬品の販売が堅調に推移し

たことから、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の影響を受けた前連結会計年度に比べ、受注高及び売上高

が増加しました。利益面につきましては、営業体制強化の効果などによる売上高の伸長が寄与し増加しました。こ

の結果、受注高15,956百万円（前連結会計年度比2.6％増）、売上高15,811百万円（同2.8％増）、営業利益1,393百

万円（同1.2%増）となりました。
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次期の見通し

次期につきましては、国内では高水準の企業収益を背景とした設備投資の回復が予想される一方で、企業の生産

拠点の統廃合や海外移転の進展、設備投資よりもＭ＆Ａによる成長を志向する企業の姿勢等により、新規設備投資

の機運は低いと考えられます。海外においては、中国経済減速の長期化、原油を中心とする資源価格の低迷、ＩＴ

関連需要の減少など踊り場が続くと見込まれるなど、事業環境の悪化が予測されます。

このような状況の下、当社グループは低採算事業の収益性改善を進めるとともに、既存事業の強化のための技術

や製品の創出及び改良、中長期の成長を可能とする研究開発の充実に資源投入を図ってまいります。次期の業績見

通しにつきましては、受注高76,500百万円（前連結会計年度比0.0％増）、売上高79,000百万円（同0.4％増）、営

業利益3,000百万円（同24.0％減）、経常利益2,900百万円（同25.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益1,950

百万円（同21.6％減）を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

資産・負債及び純資産の状況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ11,115百万円増加し、70,409百万円とな

りました。これは主に、受取手形及び売掛金5,885百万円、リース投資資産5,809百万円の増加によるものでありま

す。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、24,386百万円となりま

した。これは主に、有形固定資産239百万円の減少に対し、無形固定資産204百万円、繰延税金資産134百万円の増加

によるものであります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ9,771百万円増加し、38,002百万円となり

ました。これは主に、短期借入金5,295百万円、支払手形及び買掛金3,222百万円の増加によるものであります。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ154百万円増加し、10,225百万円となりま

した。これは主に、長期借入金600百万円の減少に対し、退職給付に係る負債742百万円の増加によるものでありま

す。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,259百万円増加し、46,567百万円となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益の計上等に伴う利益剰余金1,991百万円の増加によるものであ

ります。
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キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ1,732百万円

（19.4％）減少し、当連結会計年度末には7,207百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって支出された資金は、4,779百万円となりました。これは主に、仕入債務の増加3,193百万円によ

る資金の増加に対し、売上債権の増加5,859百万円及びリース投資資産の増加5,809百万円による資金の減少があっ

たことによるものであります。（前連結会計年度は2,548百万円の支出)

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって支出された資金は、913百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出432

百万円及び投資有価証券の取得による支出399百万円によるものであります。（前連結会計年度は1,053百万円の支

出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって得られた資金は、4,055百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出2,350

百万円による資金の減少に対し、短期借入金の純増額4,880百万円及び長期借入れによる収入2,000百万円による資

金の増加があったことによるものであります。（前連結会計年度は1,998百万円の収入）

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 50.4％ 52.5％ 57.6％ 54.2％ 49.0％

時価ベースの自己資本比率 38.0％ 35.0％ 36.0％ 37.1％ 25.3％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

－ － 1.3 － －

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

－ － 71.6 － －

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注）１ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

３ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全て

の負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払

額を使用しております。

４ 平成24年３月期、平成25年３月期、平成27年３月期及び平成28年３月期のキャッシュ・フロー対有利子

負債比率、インタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスである

ため記載しておりません。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、将来の事業展開を総合的に勘案し、収益に応じた配当を行うことを基本としておりま

す。内部留保資金につきましては、経営体制の効率化・省力化、設備投資、人材育成及び研究開発活動等に投資し、

引き続き経営体質の強化並びに業績向上に努めてまいります。

この方針に従いまして、当期の配当につきましては、期末配当金を１株当たり５円といたします。これにより中

間配当金を含めた当期の年間配当金は１株当たり９円となります。

なお、次期の配当につきましては、１株当たり年間10円（うち中間配当５円）を予定しております。

（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあり

ます。

① 経営成績の変動

水処理エンジニアリング事業につきましては、本事業の主な顧客である電子産業、電力、医薬・石油化学・食品

等の一般産業の民間設備投資及び浄水場、下水処理場等の公共投資の変動が業績に影響を与える可能性があります。

機能商品事業につきましては、民間設備投資及び公共投資動向に加え、工場等の設備稼働率の変動が業績に影響

を与える可能性があります。

また、水処理設備・薬品・食品添加剤の原材料である鋼材・素材価格の変動が業績に影響を与える可能性があり

ます。

② 為替変動

中国・台湾・東南アジア等を中心とする海外での販売及び調達は、経営戦略上、重点的な課題であることから、

為替変動により業績に影響を与える可能性があります。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社、子会社12社、関連会社２社及び東ソー株式会社(親会社)で構成され、総合水処理エンジ

ニアリング会社として水処理エンジニアリング事業と機能商品事業を行っております。

当社グループの事業に係わる位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであります。なお、以下に示す区

分は、セグメントと同一の区分であります。

また、当連結会計年度より、報告セグメントの区分方法を変更しております。詳細は、「５．連結財務諸表

（５）連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」をご参照ください。

水処理エンジニアリング事業

大型水処理関連設備の製造販売及びメンテナンス、運転管理等各種サービスをしております。

（主な関係会社）

当社、オルガノプラントサービス株式会社、オルガノエコテクノ株式会社、オルガノアクティ株式会社、オ

ルガノ（アジア）SDN.BHD.、オルガノ（蘇州）水処理有限公司、オルガノ・テクノロジー有限公司、オルガノ

（タイランド）CO.,LTD.及びPTラウタン・オルガノ・ウォーター

機能商品事業

標準型水処理機器、水処理薬品及び食品添加剤等の製造販売をしております。

（主な関係会社）

当社及びオルガノフードテック株式会社

親会社

当社は東ソー株式会社から水処理薬品の原材料の一部などの仕入れを行うとともに、同社に対し各種水処理装置

及び関連薬品を販売するなどの取引を行っております。

この他に、化学プラント工事等を行っている東北電機鉄工株式会社があります。

事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは「Ecologically Clean」を企業コンセプトに「かけがえのない地球環境の未来を見つめ“心”と

“技”で水の価値を創造する」ことを企業理念として掲げ、産業と人と自然の調和に貢献する企業を目指しており

ます。

当社グループの経営理念は、以下のとおりであります。

・地球を大切にする経営

・お客様を大切にする経営

・人を大切にする経営

・技術を大切にする経営

・株主を大切にする経営

（２）対処すべき課題及び中長期的な会社の経営戦略

中期経営計画の初年度にあたる当連結会計年度は当初の業績予想を上回るなど、好調に推移しました。しかし、伸

ばすべき事業で売上拡大を図り、利益構造の変化を伴う事業ポートフォリオの転換を狙ったものの、これまで柱とな

ってきた電子産業分野、機能商品分野が引き続き収益の中心となるなど、従来の事業ポートフォリオを転換する端緒

とはなっておりません。

経済環境が不透明感を増し、競争も激化するなど当社グループを取り巻く事業環境は厳しさを増しております。シ

ェアが小さい事業の拡大機会が得やすい市場拡大期と比較して、市場停滞期においては当社グループに強みのある事

業においてシェア拡大と収益確保を図ることが将来の成長に向けてより効果的であると言えます。大きく変化する事

業環境に速やかに適応し、収益性の高い企業に転換してゆくために、強い事業を中心とした戦略と施策の立案を進め、

着手してまいります。

今後は、変化の激しい事業環境に対応し、常に３年先を見通した事業運営を継続するため、中期経営計画について

は終了年度を固定せず、毎年ローリングすることとします。新たに見直しを行った平成28年度を初年度とする中期経

営計画では、平成30年度連結経営目標値を売上高84,000百万円、営業利益4,200百万円とし、安定的に売上高営業利益

率５％を達成できる収益構造を目指します。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳ（国際会計基準）につきましては、今後も国内外の諸情勢等を注視してまいります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,939 7,207

受取手形及び売掛金 31,071 36,957

リース投資資産 8,605 14,415

商品及び製品 4,090 4,115

仕掛品 2,710 4,152

原材料及び貯蔵品 1,235 1,269

繰延税金資産 838 676

その他 1,983 1,810

貸倒引当金 △181 △195

流動資産合計 59,293 70,409

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,659 17,711

減価償却累計額 △11,174 △11,575

建物及び構築物（純額） 6,485 6,136

機械装置及び運搬具 5,056 5,343

減価償却累計額 △4,397 △4,640

機械装置及び運搬具（純額） 659 702

土地 12,503 12,561

建設仮勘定 7 45

その他 4,470 4,501

減価償却累計額 △3,839 △3,900

その他（純額） 631 601

有形固定資産合計 20,288 20,048

無形固定資産 463 667

投資その他の資産

投資有価証券 1,434 1,465

退職給付に係る資産 14 -

繰延税金資産 1,759 1,894

その他 463 360

貸倒引当金 △107 △49

投資その他の資産合計 3,564 3,670

固定資産合計 24,316 24,386

資産合計 83,609 94,795
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,184 18,406

短期借入金 8,314 13,610

未払法人税等 442 784

前受金 1,102 1,444

繰延税金負債 7 -

賞与引当金 857 941

製品保証引当金 157 198

工事損失引当金 243 319

その他 1,920 2,297

流動負債合計 28,230 38,002

固定負債

長期借入金 4,402 3,801

繰延税金負債 16 10

退職給付に係る負債 5,585 6,327

その他 66 85

固定負債合計 10,070 10,225

負債合計 38,301 48,227

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 29,876 31,868

自己株式 △333 △338

株主資本合計 45,276 47,263

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 284 188

繰延ヘッジ損益 △1 △12

為替換算調整勘定 294 9

退職給付に係る調整累計額 △545 △986

その他の包括利益累計額合計 31 △801

非支配株主持分 - 106

純資産合計 45,308 46,567

負債純資産合計 83,609 94,795
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 68,741 78,719

売上原価 53,197 60,969

売上総利益 15,544 17,749

販売費及び一般管理費 13,145 13,802

営業利益 2,398 3,947

営業外収益

受取利息 20 13

受取配当金 20 22

固定資産賃貸料 23 2

為替差益 54 -

持分法による投資利益 12 21

その他 46 45

営業外収益合計 178 105

営業外費用

支払利息 75 86

為替差損 - 47

貸倒引当金繰入額 0 28

その他 36 18

営業外費用合計 112 181

経常利益 2,465 3,871

特別利益

固定資産売却益 2 0

特別利益合計 2 0

特別損失

固定資産廃棄損 12 21

退職給付費用 482 -

投資有価証券評価損 2 20

その他 3 0

特別損失合計 501 42

税金等調整前当期純利益 1,966 3,829

法人税、住民税及び事業税 620 1,081

法人税等調整額 259 252

法人税等合計 880 1,333

当期純利益 1,085 2,496

非支配株主に帰属する当期純利益 - 10

親会社株主に帰属する当期純利益 1,085 2,485
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 1,085 2,496

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 74 △93

繰延ヘッジ損益 △6 △10

為替換算調整勘定 240 △299

退職給付に係る調整額 199 △443

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △1

その他の包括利益合計 509 △848

包括利益 1,595 1,647

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,595 1,647

非支配株主に係る包括利益 - △0

決算短信（宝印刷） 2016年05月03日 15時39分 12ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



オルガノ株式会社(6368) 平成28年３月期 決算短信

― 13 ―

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,225 7,508 29,325 △328 44,730

会計方針の変更による

累積的影響額
△97 △97

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
8,225 7,508 29,228 △328 44,633

当期変動額

剰余金の配当 △460 △460

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,085 1,085

連結子会社の増加に伴

う利益剰余金減少高
―

合併による増加 23 23

自己株式の取得 △5 △5

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 648 △5 643

当期末残高 8,225 7,508 29,876 △333 45,276

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 207 4 54 △745 △478 ― 44,252

会計方針の変更による

累積的影響額
△97

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
207 4 54 △745 △478 ― 44,155

当期変動額

剰余金の配当 △460

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,085

連結子会社の増加に伴

う利益剰余金減少高
―

合併による増加 23

自己株式の取得 △5

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
76 △6 240 199 509 ― 509

当期変動額合計 76 △6 240 199 509 ― 1,153

当期末残高 284 △1 294 △545 31 ― 45,308
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,225 7,508 29,876 △333 45,276

会計方針の変更による

累積的影響額
―

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
8,225 7,508 29,876 △333 45,276

当期変動額

剰余金の配当 △460 △460

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,485 2,485

連結子会社の増加に伴

う利益剰余金減少高
△33 △33

合併による増加 ―

自己株式の取得 △4 △4

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 1,991 △4 1,986

当期末残高 8,225 7,508 31,868 △338 47,263

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 284 △1 294 △545 31 ― 45,308

会計方針の変更による

累積的影響額
―

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
284 △1 294 △545 31 ― 45,308

当期変動額

剰余金の配当 △460

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,485

連結子会社の増加に伴

う利益剰余金減少高
△33

合併による増加 ―

自己株式の取得 △4

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△95 △10 △285 △441 △832 106 △726

当期変動額合計 △95 △10 △285 △441 △832 106 1,259

当期末残高 188 △12 9 △986 △801 106 46,567
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,966 3,829

減価償却費 999 950

引当金の増減額（△は減少） 136 179

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 618 103

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △14 14

受取利息及び受取配当金 △41 △36

支払利息 75 86

為替差損益（△は益） 14 40

持分法による投資損益（△は益） △12 △21

固定資産売却損益（△は益） △2 △0

固定資産廃棄損 12 21

投資有価証券評価損益（△は益） 2 20

売上債権の増減額（△は増加） △7,192 △5,859

リース投資資産の増減額（△は増加） 706 △5,809

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,856 △1,379

仕入債務の増減額（△は減少） 2,918 3,193

その他 △304 669

小計 △1,974 △3,996

利息及び配当金の受取額 40 36

利息の支払額 △76 △84

法人税等の支払額 △694 △821

法人税等の還付額 156 78

その他 - 7

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,548 △4,779

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △288 △432

有形固定資産の売却による収入 2 0

無形固定資産の取得による支出 △201 △289

投資有価証券の取得による支出 △11 △399

貸付けによる支出 △780 △120

貸付金の回収による収入 218 327

その他 7 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,053 △913

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △29 4,880

長期借入れによる収入 4,000 2,000

長期借入金の返済による支出 △1,500 △2,350

配当金の支払額 △460 △460

その他 △10 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,998 4,055

現金及び現金同等物に係る換算差額 236 △147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,367 △1,783

現金及び現金同等物の期首残高 10,261 8,939

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 51

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同
等物の増加額

44 -

現金及び現金同等物の期末残高 8,939 7,207
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数

9社

主要な連結子会社の名称

オルガノプラントサービス株式会社

オルガノフードテック株式会社

オルガノ・テクノロジー有限公司

当連結会計年度より、PTラウタン・オルガノ・ウォーターは、重要性が増したため連結の範囲に含めており

ます。

(2) 主要な非連結子会社の名称

オルガノ（ベトナム）CO.,LTD.

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社３社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及

び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２ 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社数

1社

会社の名称

東北電機鉄工株式会社

持分法適用関連会社であった環境テクノ株式会社は、当連結会計年度中に清算結了したため持分法適用の範

囲から除外しております。

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社の名称

オルガノ（ベトナム）CO.,LTD.

持分法を適用しない理由

持分法を適用していない非連結子会社３社及び関連会社１社は、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余

金(持分に見合う額)等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、

全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、オルガノ(アジア)SDN.BHD.、オルガノ（蘇州）水処理有限公司、オルガノ・テクノロジー有

限公司、オルガノ（タイランド）CO.,LTD.及びPTラウタン・オルガノ・ウォーターの決算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引につい

ては、連結上必要な調整を行っております。

上記以外は、最近の有価証券報告書（平成27年６月26日提出）における記載から重要な変更がないため、開示を

省略しております。

決算短信（宝印刷） 2016年05月03日 15時39分 16ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



オルガノ株式会社(6368) 平成28年３月期 決算短信

― 17 ―

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）、及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰

余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額

の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、当期純利

益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来に

わたって適用しております。

当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動

を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費

用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表及び１株当たり情報に与える影響額はありません。

(表示方法の変更)

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めておりました「貸倒引当金繰入額」は、営業外費

用の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を

反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示しておりました36百

万円は、「貸倒引当金繰入額」0百万円、「その他」36百万円として組み替えております。

前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めておりました「投資有価証券評価損」は、特別損失

の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示しておりました6百万円

は、「投資有価証券評価損」2百万円、「その他」3百万円として組み替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の小計区分より上の「その他」に含めており

ました「投資有価証券評価損益（△は益）」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとし

ております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の小計区分より上の「その他」に表示しておりました△301百万円は、「投資有価証券評価損益（△は益）」2百万

円、「その他」△304百万円として組み替えております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部制を採用しており、各事業部等は取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業部等を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、経済的特徴や製品の性

質、サービスの内容が概ね類似しているものを集約した「水処理エンジニアリング事業」及び「機能商品事業」の２

つを報告セグメントとしております。

「水処理エンジニアリング事業」は、主に大型水処理関連設備の製造販売及びメンテナンス、運転管理等各種サー

ビスを展開しております。「機能商品事業」は、標準型水処理機器、水処理薬品及び食品添加剤等を製造販売してお

ります。

当連結会計年度より、組織変更に伴い従来「機能商品事業」に含まれていた中規模の標準型水処理装置の販売・メ

ンテナンス事業を「水処理エンジニアリング事業」に含める変更をしております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一であります。

また、セグメント利益は営業利益ベースの数値であり、連結損益計算書の営業利益との間に差異はありません。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 53,367 15,374 68,741 ― 68,741

セグメント間の内部売上高又
は振替高 ― ― ― ― ―

計 53,367 15,374 68,741 ― 68,741

セグメント利益 1,021 1,377 2,398 ― 2,398

セグメント資産 62,898 15,692 78,590 5,019 83,609

その他の項目

減価償却費 755 241 997 2 999

のれんの償却額 18 0 18 ― 18

持分法適用会社への投資額 271 ― 271 ― 271

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 375 160 536 ― 536

(注) １ セグメント資産の調整額5,019百万円は、主に繰延税金資産及び長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

２ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて

おります。

　

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 62,907 15,811 78,719 ― 78,719

セグメント間の内部売上高又
は振替高 ― ― ― ― ―

計 62,907 15,811 78,719 ― 78,719

セグメント利益 2,553 1,393 3,947 ― 3,947

セグメント資産 74,182 16,240 90,423 4,372 94,795

その他の項目

減価償却費 723 225 948 2 950

のれんの償却額 43 3 46 ― 46

持分法適用会社への投資額 303 ― 303 ― 303

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 660 232 893 ― 893

(注) １ セグメント資産の調整額4,372百万円は、主に繰延税金資産及び長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

２ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて

おります。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の内容を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 台湾 アジア その他 合計

56,351 6,999 5,217 173 68,741

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の内容を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 台湾 アジア その他 合計

60,319 10,128 7,855 415 78,719

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

「セグメント情報 １ 報告セグメントの概要」に記載のとおり、当連結会計年度より、報告セグメントの区分方

法を変更しているため、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

当期償却額 18 0 18 ― 18

当期末残高 50 14 64 ― 64

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

当期償却額 43 3 46 ― 46

当期末残高 87 11 99 ― 99

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 786.72円 １株当たり純資産額 806.89円

１株当たり当期純利益金額 18.85円 １株当たり当期純利益金額 43.17円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,085 2,485

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,085 2,485

普通株式の期中平均株式数(千株) 57,596 57,585

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(平成27年３月31日)

当連結会計年度末
(平成28年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 45,308 46,567

純資産の部の合計額から控除する金額
(百万円)

― 106

(うち非支配株主持分(百万円)) ― (106)

普通株式に係る期末の純資産額
(百万円)

45,308 46,461

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

57,591 57,581

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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６．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

１ 生産実績

当連結会計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同期比(％)

水処理エンジニアリング事業 61,651 31.9

機能商品事業 3,639 △0.6

合計 65,290 29.5

(注) １ 上記の金額は販売価格をもって表示しております。

２ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３ 当社グループの生産は、提出会社と連結子会社であるオルガノプラントサービス株式会社及びオルガノ・

テクノロジー有限公司でその大半を占めているため、上記の金額は３社の金額を表示しております。

４ 「５．連結財務諸表 （５）連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」に記載のとおり、

当連結会計年度より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、前年同期比については組替え後の

数値に基づき算出しております。

２ 受注実績

当連結会計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

水処理エンジニアリング事業 60,529 △2.9 46,212 △4.6

機能商品事業 15,956 2.6 427 51.3

合計 76,485 △1.8 46,640 △4.3

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 有価証券報告書で開示する「受注実績」は「生産実績」に対応した受注生産に伴うものであり、上記の

「受注高」及び「受注残高」の数字と異なります。

３ 「５．連結財務諸表 （５）連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」に記載のとおり、

当連結会計年度より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、前年同期比については組替え後の

数値に基づき算出しております。

３ 販売実績

当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同期比(％)

水処理エンジニアリング事業 62,907 17.9

機能商品事業 15,811 2.8

合計 78,719 14.5

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 「５．連結財務諸表 （５）連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」に記載のとおり、

当連結会計年度より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、前年同期比については組替え後の

数値に基づき算出しております。
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